
か
ら
の
依
頼
で
あ
っ
た
。
生
徒
は
将
来
、
自
分
の
よ
う
な
聴
覚
に
障

害
を
も
つ
子
供
の
保
育
を
し
た
い
と
の
強
い
希
望
を
も
っ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
現
実
問
題
と
し
て
、
聴
覚
障
害
者
が
保
育
の
現
場
で

果
た
し
て
子
供
の
安
全
等
が
確
保
で
き
る
か
と
い
っ
た
不
安
と
心
配

が
あ
り
、
困
難
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
生
徒
、
出
身
校
の
担
任
教
師
、
本
学
教
務
部
長
、

学
科
長
、
障
害
者
（
児
）
や
音
楽
担
当
教
員
、
そ
し
て
入
試
担
当
職

員
な
ど
総
出
で
の
再
検
討
を
開
始
し
た
。
結
果
、
保
育
士
養
成
課
程

以
外
で
あ
れ
ば
受
け
入
れ
は
可
能
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。
こ

れ
は
、
一
人
の
生
徒
の
熱
意
が
本
学
の
教
職
員
を
動
か
し
た
瞬
間
で

も
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
保
育
士
養
成
課
程
へ
の
受
け
入
れ
は
諦
め

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
点
で
大
き
く
変
っ
た
の
は
障
害
者

の
受
け
入
れ
に
対
す
る
視
点
や
改
革
へ
の
機
運
で
あ
る
。
（
二
〇
〇

四
年
に
は
保
育
士
養
成
課
程
へ
聴
覚
障
害
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。）

な
お
当
時
、
厚
生
労
働
省
や
東
京
都
が
認
定
す
る
難
病
を
抱
え
、

修
学
上
困
難
な
学
生
が
在
籍
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
授
業
中
の
異
変
に

教
員
が
即
対
応
で
き
る
よ
う
、
情
報
開
示
と
対
応
依
頼
を
全
教
員

（
専
任
・
非
常
勤
問
わ
ず
）
に
対
し
行
う
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
。

そ
う
し
た
こ
と
が
重
な
り
合
っ
て
加
速
し
た
規
定
の
検
討
か
ら
施

行
ま
で
、
お
お
よ
そ
半
年
の
準
備
期
間
で
あ
っ
た
。
翌
年
四
月
か
ら

は
早
速
該
当
す
る
学
生
た
ち
へ
の
個
別
支
援
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

二
支
援
の
開
始
と
運
営

本
事
例
は
、
聴
覚
障
害
を
も
つ
学
生
へ
の
授
業
保
障
の
実
践
で
あ

る
。
障
害
を
も
つ
学
生
も
一
般
学
生
と
同
じ
「
参
加
し
、
わ
か
る
授
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マニュアル表紙 淑徳短期大学の要約筆記

（ノートテイクを始める方へ）

は
じ
め
に

淑
徳
短
期
大
学
は
、
食
物
栄
養
学
科
、
社
会
福
祉
学
科
、
こ
ど
も

学
科
の
三
学
科
（
収
容
定
員
千
名
）
か
ら
な
る
食
、
福
祉
、
教
育
の

人
材
育
成
を
行
う
二
年
制
大
学
で
あ
る
。

本
学
は
昭
和
二
一
年
、
戦
後
の
貧
し
さ
の
中
で
食
べ
る
こ
と
も
困

難
で
あ
り
女
子
教
育
が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
時
代
に
、
「
食
物
栄

養
や
福
祉
の
分
野
で
社
会
に
有
為
な
人
材
を
育
成
し
た
い
」
と
の
創

立
者
長
谷
川
良
信
の
願
い
か
ら
設
立
さ
れ
た
。
以
来
六
〇
年
、
伝
統

と
実
績
を
積
み
上
げ
幾
多
の
専
門
職
を
社
会
に
送
り
出
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
障
害
者
の
受
け
入
れ
は
過
去
に
も
経
験
は
あ
る
も

の
の
、
環
境
作
り
や
条
件
整
備
等
に
欠
け
て
い
る
点
が
あ
り
、
そ
の

対
応
は
遅
れ
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

本
学
が
一
歩
踏
み
出
そ
う
と
し
た
き
っ
か
け
は
、
二
〇
〇
三
年
三

月
に
施
行
さ
れ
た
「
就
学
上
、
問
題
を
抱
え
る
学
生
へ
の
教
育
的
配

慮
に
つ
い
て
」
と
い
う
規
定
の
整
備
に
至
る
経
緯
と
思
わ
れ
る
。

一
現
在
に
至
る
ま
で
の
経
緯

規
定
作
り
に
拍
車
を
か
け
た
ひ
と
つ
の
出
来
事
に
、
二
〇
〇
二
年

六
月
の
入
試
担
当
者
へ
の

電
話

相
談
が
あ
っ
た
。
「

進
学
さ

せ
た
い

生
徒
が
い
る
の
で
相
談
に
乗
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
聾
学
校
の
先
生
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●
事
例
紹
介

●

聴
覚
障
害
を
も
つ
学
生
へ
の
授
業
保
障
の
取
組
と
課
題
小
野
寺
利
幸

（
淑
徳
短
期
大
学
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

桜
井
伊
佐
子

（
淑
徳
短
期
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）



と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
Ｖ
セ
ン
タ
ー
へ
登
録
す
る
こ
と

を
必
須
要
件
と
し
て
い
る
。
登
録

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
識
化
を
図

る
こ
と
、
更
に
講
習
会
や
活
動
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
の
支
援
を

受
け
る
こ
と
で
、
短
期
間
で
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
が
可
能
な
状
況
を
作
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。
年
間
に
行

わ
れ
る
講
習
会
や
打
合
せ
、
ふ
り

か
え
り
の
会
等
は
、
Ｖ
セ
ン
タ
ー

と
「
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
サ
ー
ク
ル
」

（
平
成
一
八
年
度
結
成
の
本
学
公

認
サ
ー
ク
ル
）
と
が
共
同
企
画
で

実
施
し
、
学
生
の
主
体
的
な
活
動

と
し
て
徐
々
に
定
着
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
テ
イ
カ
ー
の
配
置
や
調

整
に
つ
い
て
は
そ
の
殆
ど
を
学
生

リ
ー
ダ
ー
の
働
き
に
負
う
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
一
年
次
に
テ
イ
ク
経
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表１ 活動のプロセスとそれぞれの関わり

聴覚障害学生
キャリアセンター
入学相談室

学生支援センター
ボランティア
センター

登録テイカー

入
学

前

①問い合わせ
②学校訪問
③受け入れのガイ
ダンス
④顔合せ
⑤講習会への参
加

①障害の確認と
支援内容の説
明
②関係部署への
通知と打合せ

①全学教員説明会
（教員に対する周知）
②教育的配慮学生
認定
③履修相談・支援
計画
④連絡・調整
⑤テイク用具の調達・
管理

①関係者顔合せ
②障害程度や支援
内容の確認
③講習会の実施
④支援学生の募集
⑤登録受付と説明
会の実施
⑥連絡・調整

①講習会参加
②テイク登録
③テイクリーダー説
明会参加・調整

入
学
直
後

①入学後オリエン
テーション
②履修科目提出
③要支援科目提
出相談・調整

①要支援科目の確
認・登録手続き
②シフト表の確認と
配布
③シフト表の見直し・
再調整

①シフト表の作成
②シフト表に基づき
テイク活動
③シフト表の見直し・
再調整

授
業
開
始

①テイク活動開始
②「テイカー活動
記録表」の記録
③勉強会への参
加・協力
④活動記録表の
提出
⑤活動のふりかえ
り

①学事予定や授業・
補講等の変更・
中止などの情報
提供

①活動のフォローと
相談
②講習会の実施
③連絡会の企画
④活動の把握と学
期末謝金支払い
事務
⑤前期総括と関係
部門への報告・
連絡調整
⑥後期登録受付

①テイク活動
②活動記録表（チェッ
クリスト）の管理
③スキルアップ勉強
会・連絡会への
参加
④活動記録表の提
出
⑤活動のふりかえり
⑥学期末謝金領収

表２ ノートテイクの配置事例

年度
（被テイカー数）

所 属
希望コマ数
（週）

配置できた
コマ数

テイカー数
（実活動者数）

17年度（１名） 児童福祉コース２年生 前期 15コマ 15コマ
学生 15名

＊板要会 ４名

18年度（１名） 介護福祉コース１年生 後期 21コマ 21コマ
学生 33名

＊板要会 ４名

19年度（２名）
介護福祉コース２年生

児童福祉コース１年生

前期 13コマ

前期 21コマ

10コマ

11コマ

学生 14名

＊板要会 ４名

＊板要会＝「板橋区要約筆記者の会」の略 学生テイカー不足を補うためにテイカー派遣を受けている。

業
」
を
受
け
る
為
の
必
要
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
と
し
て
認
識
さ
れ
、
本

学
で
は
二
〇
〇
三
年
よ
り
「
登
録
テ
イ
カ
ー
制
」
を
導
入
し
て
い
る
。

（
一
）
登
録
テ
イ
カ
ー
制

さ
て
、
聴
覚
障
害
を
も
つ
学
生
へ
の
授
業
保
障
を
す
る
た
め
の
方

法
と
し
て
は
、
手
話
通
訳
や
筆
記
通
訳
が
あ
る
が
、
本
学
で
は
ノ
ー

ト
及
び
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
筆
記
通
訳
（
以
下
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
）
を

取
り
入
れ
て
い
る
。
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
活
動
を
希
望
す
る
学
生
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
Ｖ
セ
ン
タ
ー
）
に
登
録
し
、
活
動
記
録

（
所
定
の
用
紙
）
の
提
出
に
よ
っ
て
一
コ
マ
（
九
〇
分
）
千
円
の
謝

金
を
支
払
う
有
償
の
活
動
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
授
業
保
障
と
し
て

の
重
要
性
や
責
任
を
も
っ
た
活
動
が
求
め
ら
れ
る
点
を
考
慮
し
た
結

果
で
あ
る
。

登
録
テ
イ
カ
ー
は
①
講
習
を
受
け
る
こ
と
。
②
自
分
の
授
業
以
外

の
余
暇
時
間
で
の
活
動
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
要
件
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
支
援
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
ノ
ー
ト
テ

イ
ク
活
動
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

（
二
）
支
援
の
流
れ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

表
１
は
、
学
生
や
担
当
部
署
の
役
割
を
時
系
列
に
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
入
学
以
前
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
支
援
の
た
め
の

準
備
や
環
境
作
り
は
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
を
越
え
た
教
職
員
間
の
情
報

交
換
や
き
め
細
や
か
な
連
絡
・
調
整
に
か
か
っ
て
い
る
。
具
体
的
な

役
割
担
当
と
し
て
、
テ
イ
カ
ー
の
養
成
と
登
録
、
活
動
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
、
謝
礼
金
支
払
い
事
務
等
を
受
け
も
つ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
が
主
と

し
て
そ
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
。

①
テ
イ
ク
利
用
学
生
（
以
下
被
テ
イ
カ
ー
）
過
去
五
年
間
に
本
学
に

在
籍
し
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
の
支
援
を
受
け
た
聴
覚
障
害
を
も
つ
学
生

は
四
名
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
学
生
は
全
員
が
社
会
福
祉
学
科
に
属
し
、

資
格
取
得
（
保
育
士
・
介
護
福
祉
士
等
）
を
目
指
し
て
い
る
点
が
特

徴
で
あ
る
。
そ
の
為
に
専
門
領
域
で
の
必
修
科
目
や
多
様
な
技
術
演

習
、
長
期
に
わ
た
る
実
習
な
ど
短
期
間
に
学
ぶ
べ
き
科
目
が
集
中
し
、

そ
の
こ
と
は
テ
イ
ク
希
望

科
目
の

多
さ
と
な
っ
て
い
る
。
（
表

２
）

テ
イ
ク
必
要
コ
マ
数
と
テ
イ
カ
ー
数
は
年
度
に
よ
っ
て
変
動
し
、
支

援
す
る
側
に
と
っ
て
は
毎
年
頭
を
悩
ま
す
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
ま

た
、
テ
イ
カ
ー
配
置
が
で
き
な
い
科
目
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
被
テ

イ
カ
ー
に
と
っ
て
は
苦
痛
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
テ
イ
ク
す
る
側
に
と
っ
て
は
登
録
者
の
少
な
い
年
度
は
長

時
間
の
テ
イ
ク
を
一
人
で
行
っ
た
り
（
原
則
、
一
コ
マ
に
二
名
の
テ

イ
カ
ー
を
配
置
す
る
）
、

毎
週

四
～
五
コ
マ
を
担
当
す
る
な
ど
の
負

担
増
が
み
ら
れ
る
。

②
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
（
以
下
テ
イ
カ
ー
）
学
内
に
お
い
て
テ
イ
カ
ー
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供
や
活
動
調
整
・
相
談
・
講
座
等
の
他
、
子
育
て
相
談
事
業
の
運
営

や
知
的
ハ
ン
デ
ィ
を
も
つ
方
々
へ
の
公
開
講
座
を
実
施
し
、
小
規
模
な

が
ら
も
地
域
に
開
か
れ
た
部
署
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
セ
ン

タ
ー
職
員
は
、
専
任
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
他
に
ア

ル
バ
イ
ト
職
員
二
名
が
配
置
さ
れ
実
務
に
当
た
っ
て
い
る
。
本
セ
ン
タ
ー

の
創
設
か
ら
現
在
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習

支
援
が
事
業
の
中
心
と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
聴
覚
障
害
学
生
支
援

の
大
き
な
柱
で
あ
る
「
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
」
を
通
じ
、
そ
れ
ま
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
の
枠
を
超
え
た
働
き
と
し
て
、
大
学
に
お
け
る
授

業
保
障
の
あ
り
方
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

テ
イ
カ
ー
へ
の
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
表
１
の
よ
う
に
養
成
―
登

録
―
調
整
―
活
動
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
―
活
動
の
チ
ェ
ッ
ク
―
ふ
り

か
え
り
―
謝
金
支
払
い
事
務
―
養
成
（
年
間
二
～
三
回
）
と
い
う
流

れ
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
テ
イ
カ
ー
の
登
録
や
要
支
援
学
生
の
人
数

に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
支
援
内
容
も
毎
年
左
右
さ
れ
る
の
が
実
際
で
あ

る
。
更
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
と
の
時
期
的
な
重
な
り
も
あ
り
、

双
方
に
十
分
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
で
き
か
ね
る
こ
と
も
多
々
あ
り

人
手
不
足
の
感
が
否
め
な
い
。
こ
れ
は
大
学
の
現
状
（
定
員
減
に
よ

る
職
員
減
）
と
不
可
分
で
あ
り
、
や
む
を
得
な
い
状
況
の
中
で
の
役

割
と
し
て
過
渡
的
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
希
望
し
て
い
る
。

④
Ｖ
セ
ン
タ
ー
と
他
部
署
と
の
連
携
障
害
を
も
つ
学
生
へ
の
支
援

は
入
学
前
か
ら
す
で
に
始
ま
り
、
本
学
で
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
入

学
相
談
室
が
最
初
の
窓
口
と
な
る
。
授
業
保
障
な
ど
大
学
が
用
意
す

る
支
援
内
容
は
問
い
合
わ
せ
時
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
情

報
提
供
さ
れ
、
そ
の
後
受
験
時
の
配
慮
や
障
害
程
度
、
支
援
内
容
の

確
認
等
が
入
試
委
員
会
・
教
務
委
員
会
で
な
さ
れ
る
。
入
学
時
に
は

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
が
履
修
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
Ｖ
セ

ン
タ
ー
と
共
に
テ
イ
ク
関
係
者
に
よ
る
説
明
や
顔
合
せ
な
ど
を
調
整

し
、
最
終
的
に
Ｖ
セ
ン
タ
ー
が
支
援
母
体
と
な
る
。
履
修
科
目
の
特

徴
や
教
学
的
な
情
報
が
不
十
分
で
あ
る
Ｖ
セ
ン
タ
ー
は
、
教
務
担
当

者
と
の
連
絡
や
意
見
交
換
は
不
可
欠
で
あ
る
。

（
三
）
テ
イ
カ
ー
養
成
と
地
域
団
体
と
の
連
携

毎
年
人
材
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
テ
イ
ク
活
動
で
あ
る
が
、
学
生
テ

イ
カ
ー
を
主
力
と
す
る
た
め
に
は
自
前
養
成
が
効
果
的
と
考
え
、
養

成
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。
（
表
３
参
照
）
し
か
し
実
際
に
テ
イ
ク

活
動
に
参
加
で
き
る
学
生
は
、
シ
フ
ト
表
を
作
る
段
階
で
は
受
講
者

の
お
お
よ
そ
半
数
か
ら
三
分
の
一
程
度
に
な
っ
て
し
ま
う
の
が
現
状

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
学
外
へ
の
協
力
者
の
確
保
と
テ
イ
カ
ー
養
成

は
緊
急
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
本
学
で
は
二
〇
〇
三
年
よ
り
地
域
団
体

の
協
力
を
得
て
公
開
講
座
と
し
て
の
講
習
会
や
勉
強
会
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
積
み
重
ね
か
ら
育
ま
れ
た
前
述
の
「
板
橋
区
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験
を
し
た
二
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
、
登
録
テ
イ
カ
ー
と
被
テ
イ
カ
ー

と
の
調
整
を
行
う
。
授
業
の
受
け
手
と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
た
き
め

細
や
か
な
配
慮
や
工

夫
は
、
学
生
な
ら
で
は
の
視

点
と
感
心
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
も
多
い
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
流
れ
で
実
施
さ
れ
る
。

「
シ
フ
ト
表
の
作
成
プ
ロ
セ
ス
」

①
聴
覚
障
害
学
生
か
ら
の
要
支

援
科
目
の
提
出
を
受
け
る
。
②
す
で
に
登
録
し
た
テ
イ
カ
ー
の
テ
イ

ク
活
動
可
能
時
間
表
を
参
考
に
、
支
援
の
必
要
な
授
業
科
目
の
優
先

順
位
や
授
業
形
態
を
考
慮
し
な
が
ら
シ
フ
ト
表
を
作
成
。
③
シ
フ
ト

表
を
テ
イ
カ
ー
及
び
被
テ
イ
カ
ー
全
員
に
配
布
し
再
調
整
。
④
学
生

テ
イ
カ
ー
が
不
足
す
る
コ
マ
は
「
板
橋
区
要
約
筆
記
者
の
会
」
に
依

頼
。
⑤
試
行
期
間
を
経
て
最
終
決
定
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
で
シ
フ
ト
表
は
作
成
さ
れ
る
が
、
不
充
分
な
需

給
関
係
の
中
で
は
年
間
数
回
の
訂
正
や
組
み
直
し
が
必
要
で
あ
り
、

リ
ー
ダ
ー
に
は
調
整
に
か
か
る
時
間
的
負
担
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

「
ふ
り
か
え
り
」
Ｖ
セ
ン
タ
ー
は
毎
年
、
テ
イ
カ
ー
と
被
テ
イ
カ
ー
を

対
象
に
し
た
「
活
動
の
ふ
り
か
え
り
」
と
し
て
学
期

末
の
懇
談
会
や
簡

単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
学
生
た
ち
の
思
い
や
大
学

側
へ
の
要
望
等
を
聞
き
取
り
、
次
回
の
支
援
方
法
の
参
考
と
し
て
い
る
。

前
記
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
テ
イ
ク
活
動
の
重
要
性
と
共
に
改
善
点

も
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
被
テ
イ
カ
ー
の
要
望

と
し
て
①
テ
イ
カ
ー
の
養
成
と
充
実
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
②
授
業
中

の
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
活
動
へ
の
一
般
学
生
や
教
員
の
理
解
、
③
授
業
の

進
め
方
、
配
慮
、
④
手
話
通
訳
者
の
派
遣
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
希
望
を
も
っ
て
入
学
し
、
授
業
保
障
と
し
て
の
ノ
ー
ト
テ
イ

ク
に
出
会
い
、
不
充
分
で
は
あ
っ
て
も
そ
れ
ま
で
の
学
生
生
活
（
小
・

中
・
高
校
）
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
情
報
量
の
多
さ
に
、
率

直
に
喜

び
を
表
現
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

一
方
、
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
も
の
は
被
テ
イ
カ
ー
以

上
に
支
援

学
生
の
側
に
も
大
き
い
こ
と
が
、
前

述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
（

例
＊
自
分
の
授
業

態
度
や
学
習
方

法
が
変
わ
っ
た
。

＊
障
害
や
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
理

解
が
増
し
た
な
ど
）
授
業

へ
の
姿

勢
や
効
果
的
な
学
習
方

法
の
工

夫
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向

上
等
が
見
受
け
ら
れ
、
障
害
を
も
つ
学
生
が
一
方
的
な
支
援
関

係
に
は
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

被
テ
イ
カ
ー
の
存
在
は
、

存
在
そ

の
も
の
に
よ
っ
て
学
生
や
教
職
員
へ
の
良
い
波

及
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と

は
見
逃
せ
な
い
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

次
に
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
活
動
を
中
心
的
に
担
っ

て
い
る
部
署
と
し
て
の
Ｖ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
簡
単
に
触
れ
て
み
た
い
。

本
学
の
Ｖ
セ
ン
タ
ー
は
、
二
〇
〇
四
年
に
そ
れ
ま
で
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
情
報
室
」
か
ら
改
組
さ
れ
て
全
学
的
な
組

織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

た
。
ア
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
機

能
す
る
よ
う
強

化
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
の
た
め
の
学
内

拠
点
で
あ
る
。

日
々
の
情
報
提

特集・障害学生支援

大学と学生 2007.10 60



要
約
筆
記
者
の
会
」
と
の
信
頼
関
係
は
、
単
な
る
講
師
派
遣
に
留
ま

ら
ず
、
実
際
の
テ
イ
カ
ー
派
遣
に
も
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
た
だ

く
心
強
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
学
生
テ
イ
カ
ー
不
足
が

前
年
に
も
増
し
て
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
期
活
動
量
の
ほ
ぼ

三
分
の
一
は
同
会
か
ら
の
派
遣
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
る
。

む
す
び
に

本
学
に
お
け
る
取
組
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
あ
り
、
更
に
検
討
し
改

善
す
べ
き
点
も
多
い
こ
と
が
原
稿
を
ま
と
め
な
が
ら
一
層
明
ら
か
に

な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
今
後
は
、
障
害
を
も
つ
学
生
の
支
援
を
専
門

と
す
る
担
当
者
の
配
置
や
、
適
正
な
予
算
配
分
が
な
さ
れ
る
こ
と
が

必
要
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
企
業
に
お
け
る
「
障
害
者
枠
」

の
よ
う
に
、
公
的
な
支
援
の
中
で
一
定
の
受
け
入
れ
規
定
を
大
学
に

も
適
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
に
負
け
ず
に
学
び
た
い
者
に
と
っ
て
の
場
の
拡

大
に
繋
が
り
、
支
援
方
法
の
確
立
に
も
拍
車
が
か
か
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
そ
し
て
、
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
学
ぼ
う
と
す
る
障
害

学
生
た
ち
の
教
育
の
場
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
一
般
学
生
へ
の
「
教

育
環
境
の
整
備
」
や
「
学
内
の
活
性
化
」
に
も
繋
が
る
と
い
う
こ
と

を
、
テ
イ
ク
活
動
の
支
援
を
通
し
気
づ
か
さ
れ
て
い
る
。
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表３ ノートテイカー養成講座開催状況

開催年度
開催数
時 期

延日数 延時間 内容・テーマ 協力団体・講師など

平成15年度 ３回
5月
7月
2月

４日 10時間 ・要約筆記初級講習会
・ノートテイク勉強会
・パソコンテイク講習

（延参加者 67名）

講師・東京都要約筆記サー
クル連絡会
代表 笹川孝子
・板橋区要約筆記者の
会会員

協力：筑波大付属聾学校高
等部教員

16年度 ３回
4月
8月
2月

６日 20.5時間 ・ノートテイカー養成講習
・スキルアップ講習会
・公開講座「要約筆記講習」

（延参加者 62名）

上記講師の他
協力：地域聴覚障害者

聴覚障害学生

17年度 ２回
6月
2月

３日 ８.5時間 ・ノートテイク学習会
・ノートテイカー養成講座

（延参加者 30名）

講師：板橋区要約筆記者の
会会員

共催：本学ノートテイクサー
クル

協力：手話サークル・本学
教員

18年度 ２回
10月
12月

２日 ８時間 ・ノートテイカー養成講座
・ノートテイク講習会

（延参加者 37名）

講師：・関東聴覚障害学生
サポートセンター
・板橋区要約筆記者
の会

共催：ノートテイクサークル
協力：本学教員・手話サー

クル
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